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五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三
月

　

100  

道
路
の
歴
史
と
鳥
取
県
の
道
路 

301

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
七
月

　

101  

生
れ
変
る
県
下
の
河
川 

304

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
七
月

　

102  

知
事
を
囲
ん
で
鳥
取
県
の
道
路
を
語
る
座
談
会 
307

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
二
月

　

103  

生
れ
変
る
ふ
る
さ
と
の
橋
と
道 
310

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
七
月

　

104  

姿
を
か
え
る
道
と
橋 

314

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
七
月

　

105  

大
雪
、
県
下
を
埋
め
る 

318

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
三
月

　

106  

境
水
道
大
橋
起
工
式
祝
辞 

322

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
十
一
月

　

107  

交
通
網
の
整
備
す
す
む 

323

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
二
月

第
二
節　

鉄
道

　

108  

国
鉄
勝
倉
線
建
設
に
よ
る
経
済
効
果 

328

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三
月

　

109  

煤
煙
の
な
い
山
陰
線 

335

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
七
月

　

110  

境
港
東
臨
港
線
に
関
す
る
陳
情
書 

336

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
六
月
二
〇
日

　

111  

境
港
駅
東
臨
港
線
の
撤
収
に
つ
い
て 

337

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
一
〇
月
一
五
日

　

112  

臨
港
線
の
撤
去
に
つ
い
て 

339

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
七
月
三
日

　

113  

特
定
地
方
交
通
線
の
選
定
申
請
に
対
す
る
知
事
意
見 

340

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
八
月

　

114  

倉
吉
線
バ
ス
代
替
後
の
運
行
状
況  

349

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
五
月
一
日

　

115  
地
方
鉄
道
業
免
許
申
請
書
（
智
頭
鉄
道
株
式
会
社
） 

352

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
一
一
月
二
七
日



第
三
節　

空
港
・
港
湾

　

116  
鳥
取
飛
行
場
の
建
設 

359

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年

　

117  

鳥
取
飛
行
場
設
立
経
緯 

361

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年

　

118  

鳥
取
空
港
整
備
に
よ
る
経
済
効
果 

365

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年

　

119  

空
港
設
置
許
可
書 

366

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
二
月
二
〇
日

　

120  

飛
行
場
供
用
開
始
届
出
書 

366

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
七
月
五
日

　

121  

鳥
取
空
港
整
備
計
画
の
概
要 

367

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月

　

122  

東
京
直
行
便
の
就
航 

369

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
二
月

　

123  

県
に
お
い
て
管
理
す
る
港
湾
及
び
予
定
港
湾
の
区
域
等 
370

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
二
月
二
三
日

　

124  

す
す
む
港
湾
整
備 

370

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
七
月

　

125  

鳥
取
港
の
概
要
と
港
湾
計
画 

373

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
三
月

第
四
節　

電
力

　

126  

鳥
取
県
下
に
お
け
る
農
山
漁
村
電
気
導
入 

375

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
月

　

127  

小
水
力
発
電
事
業
に
関
す
る
問
題
点 

378

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
月

　

128  

県
営
舂
米
発
電
所
が
で
き
ま
す 

382

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
八
月

　

129  

ウ
ラ
ン
県
と
し
て
陽
を
み
る
ま
で 

384

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
八
月

　

130  

小
鴨
鉱
山
か
ら
九
万
六
千
カ
ウ
ン
ト 

385

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
八
月

第
五
章　

観
光
と
自
然
公
園

第
一
節　

観
光
行
政

　

131  

本
県
観
光
事
業
概
要
に
つ
い
て 

389

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
九
月

　

132  

鳥
取
県
産
業
観
光
米
子
大
博
覧
会
趣
旨
・
開
催
要
項 

390

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

　

133  
観
光
事
業
振
興
五
カ
年
計
画 

392

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

　

134  

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進 

396

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年



　

135  

温
泉
と
観
光 

400

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
二
月

　

136  
山
陰
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

406

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
六
月

第
二
節　

国
定
公
園
・
国
立
公
園

　

137  

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
浦
富
海
岸
と
鳥
取
砂
丘 

412

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
八
月

　

138  

映
画
「
大
山
国
立
公
園
（
夏
）」
シ
ナ
リ
オ 

415

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年

　

139  

山
陰
海
岸
国
定
公
園
を
国
立
公
園
に
指
定
す
る
陳
情
書 

419

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
一
一
月
八
日

　

140  

山
陰
海
岸
国
定
公
園
の
国
立
公
園
昇
格
に
伴
う
学
術
調
査 

419

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
八
月
三
日

　

141  

山
陰
海
岸
国
立
公
園
候
補
地
の
区
域
の
指
定 

421

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
一
日

　
社
会
編

第
一
章　

社
会
運
動

第
一
節　

農
民
運
動

　

142  

因
幡
農
民
連
盟
の
デ
モ
行
進
と
林
敬
三
知
事
の
対
応 

427

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月

　

143  

鳥
取
県
農
民
総
同
盟
の
発
足 

431

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
八
月
二
三
日

　

144  

農
民
組
合
の
情
報
に
関
す
る
件 

433

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
一
六
日

　

145  

農
民
総
同
盟
の
動
き 

434

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
六
月

第
二
節　

労
働
運
動

　

146  

労
働
組
合
法
施
行
に
つ
き
労
政
課
長
内
報 

438

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年

　

147  

鳥
取
県
庁
職
員
組
合
の
設
立
、
綱
領
、
規
約 

439

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月

　

148  

労
働
組
合
の
結
成
の
発
展
過
程 

440

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月

　

149  

労
働
争
議
の
概
況 

441

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
〇
月

　

150  

鳥
取
県
教
職
員
組
合
労
働
争
議
調
停 

448

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
三
月

　

151  
労
働
部
設
置
に
関
す
る
件 

453

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
二
月
一
六
日

　

152  
労
働
部
設
置
に
つ
き
軍
政
部
助
言
メ
モ 

454

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
二
月
二
一
日



　

153  

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教
育
局
の
組
合
指
導 

454

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月
二
二
日

　

154  
鳥
取
県
労
働
時
報
の
発
刊
を
祝
福
す
る 

456

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
〇
月
一
八
日

　

155  

労
働
教
育
並
に
関
係
事
項
に
対
す
る
軍
政
部
の
立
場  

457

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
一
月
一
八
日

　

156  

組
合
規
約
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
考
え 

459

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
六
月
一
八
日

　

157  

県
下
労
働
情
勢
の
概
況 

462

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
〇
月

　

158  

戦
後
の
失
業
問
題 

472

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
六
月

　

159  

最
近
の
県
内
労
働
情
勢 

473

［
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
］

　

160  

第
三
六
回
統
一
メ
ー
デ
ー  

477

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
五
月

　

161  

県
総
評
第
一
七
回
定
期
大
会 
480

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
〇
月

第
三
節　

基
地
問
題

　

162  

美
保
基
地
駐
留
軍
労
務
者
離
職
の
実
情 

484

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
三
月

　

163  

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
開
庁
式
の
長
官
訓
示
（
案
） 

488

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
三
月
二
一
日

　

164  

拡
張
計
画
具
体
化
と
地
元
の
説
得 

492

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
四
月
一
〇
日

　

165  

美
保
基
地
の
動
向 

495

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年

　

166  

基
地
を
な
く
せ
、
土
地
を
か
え
せ 

501

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
四
月
二
〇
日

第
二
章　

福
祉
・
保
健
衛
生

第
一
節　

海
外
か
ら
の
引
揚
げ

　

167  

外
地
引
揚
者
等
の
応
急
援
護
に
つ
い
て 

504

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
一
九
日

　

168  

越
冬
同
胞
援
護
運
動
に
関
す
る
県
知
事
ラ
ヂ
オ
放
送 

505

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月
一
二
日

　

169  

同
胞
援
護
会
鳥
取
県
支
部
の
生
活
必
需
物
資
の
頒
布 

508

［
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
］

　

170  

海
外
引
揚
援
護
の
概
況 

509

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
一
二
月

　

171  

留
守
家
族
の
悲
願
を
こ
め
て 

511

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
二
月

第
二
節　

衛
生
対
策



　

172  

保
健
所
の
普
及 

514

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月

　

173  
戦
後
の
衛
生
行
政 

518

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
一
月
一
一
日

　

174  

発
疹
チ
フ
ス
の
防
疫
対
策
実
施
に
つ
い
て 

522

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
一
日

　

175  

癩
病
風
評
者
調
査
報
告
方
依
頼
に
つ
い
て 

525

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
四
月
五
日

　

176  

結
核
予
防
週
間
実
施
要
領 

526

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
五
月

　

177  

Ｗ
Ｈ
Ｏ
研
究
機
関
に
認
定
さ
れ
た
県
衛
生
研
究
所 

527

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
二
月

第
三
節　

児
童
福
祉
・
母
子
対
策

　

178  

少
年
放
浪
者
不
定
住
者
に
対
す
る
措
置 

529

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
月
二
八
日

　

179  

保
護
施
設
収
容
児
童
に
対
す
る
主
要
食
糧
特
配 
530

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
月
一
七
日

　

180  

鳥
取
県
児
童
福
祉
週
間
実
施
要
綱
案 
530

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

　

181  

座
談
会　

母
子
家
庭
に
理
解
と
温
情
を 

532

一
九
六
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月

　

182  

設
立
時
の
児
童
相
談
所 

536

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年

第
四
節　

障
が
い
者
福
祉

　

183  

身
体
障
害
者
の
職
業
斡
旋 

538

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年

　

184  

身
体
障
害
者
職
業
更
生
援
護
対
策
要
綱 

538

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年

　

185  

更
生
に
努
力
と
援
護
を 

542

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
五
月

　

186  

障
害
者
福
祉
対
策
に
関
す
る
長
期
計
画 

544

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月

　

187   

国
際
障
害
者
年
―
わ
が
県
わ
が
街 

546

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月

第
五
節　

老
人
福
祉

　

188  

昭
和
四
〇
年
代
の
老
人
福
祉 

548

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
三
月

　

189  

昭
和
五
〇
年
代
の
老
人
福
祉 

550

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月

　

190  

昭
和
六
〇
年
代
の
老
人
福
祉
（
鳥
取
県
こ
と
ぶ
き
計
画
） 

553

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
三
月

第
六
節　

売
春
防
止
と
女
性
の
保
護

　

191  

朝
鮮
人
の
娼
妓
登
録 

556

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
二
六
日



　

192  

売
春
防
止
法
に
つ
い
て 

558

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
二
月
一
日

　

193  
売
春
防
止
法
全
面
施
行
後
一
ヶ
年
間
の
取
締
状
況 

561

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
月
二
七
日

　

194  

売
春
防
止
啓
蒙
に
つ
い
て 

564

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
二
月
二
三
日

　

195  

要
保
護
女
子
発
見
の
困
難
性 

566

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月

第
七
節　

戦
没
者
の
慰
霊

　

196  

戦
没
者
等
の
葬
儀
慰
霊
祭
追
悼
会
等
に
関
す
る
通
知 

569

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月
二
七
日

　

197  

英
霊
塔
建
立
に
関
す
る
議
会
質
問 

571

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
六
月
一
九
日

　

198  

因
伯
の
塔
建
設
経
過
報
告 

573

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
一
月
四
日

　

199  

因
伯
の
塔
慰
霊
祭
祭
文 
575

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
一
月
四
日

　

200  

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
死
亡
者
調
査
に
関
す
る
議
会
質
問 

576

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
六
月

　

201  

新
た
に
二
七
人
の
墓
地
判
明 

581

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
〇
月
一
三
日

第
八
節　

同
和
対
策

　

202  

中
堅
青
年
指
導
者
講
習
会
に
つ
い
て 

582

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
二
月
一
三
日

　

203  

戦
後
の
同
和
対
策
事
業 

584

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
四
月

　

204  

い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
な
く
そ
う 

586

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
六
月

　

205  

同
和
対
策
事
業
の
展
開 

587

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
三
月

　

206  

部
落
解
放
週
間
の
制
定 

590

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
六
月

　

207  

こ
れ
か
ら
の
同
和
対
策
の
基
本
方
針 

594

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
九
月
一
三
日

第
九
節　

在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
問
題

　

208  

在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
問
題
に
つ
い
て 

597

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
八
月
一
五
日

　

209  

在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て 

600

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
八
月
三
一
日

　

210  
帰
還
朝
鮮
人
援
護
業
務
処
理
要
領 

602

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
二
月
五
日



第
三
章　

生
活
改
善
と
婦
人
会

第
一
節　

生
活
改
善
の
取
組
み

　

211  

農
村
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
つ
い
て 

605

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年

　

212  

農
家
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の
歩
み 

608

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年

　

213  

新
生
活
運
動
に
つ
い
て
の
講
演 

613

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
二
月

　

214  

八
頭
郡
連
婦
、
新
生
活
運
動
の
項
目
・
方
法
を
協
議 

615

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
五
月

　

215  

鳥
取
県
新
生
活
運
動
協
議
会
規
約 

617

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
月
一
日

　

216  

生
活
改
善
の
進
み
具
合
か
ら
見
た
鳥
取
県 

618

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
〇
月

　

217  

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成 
620

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
五
月

　

218  

目
の
ま
え
に
き
た
メ
ー
ト
ル
法 

621

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
二
月

　

219  

お
盆
は
新
暦
八
月
十
五
日
に 

625

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
七
月
二
三
日

第
二
節　

地
域
活
動
と
婦
人
会

　

220  

米
子
市
新
婦
人
会
結
成
準
備 

626

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
二
三
日

　

221  

米
子
市
聯
合
婦
人
会
会
則
案 

628

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年

　

222  

米
子
市
聯
合
婦
人
会
結
成
式 

629

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
一
三
日

　

223  

婦
人
教
育
振
興
協
議
会 

630

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
七
月
六
日

　

224  

内
職
座
談
会 

632

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
六
月
三
日

　

225  

チ
ク
ロ
入
り
食
品
を
不
買
で
追
放
し
よ
う 

636

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
三
月
一
五
日

　

226  

恐
怖
の
洗
剤　

こ
れ
が
証
拠
だ
！ 

637

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
八
月
一
九
日

　

227  

長
尾
鼻
原
発
問
題
の
経
緯
と
気
高
郡
連
婦
の
取
組
み 

639

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
五
月
二
日

　

228  

消
費
税
に
思
う 

640

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
二
月
一
九
日

　

229  
子
育
て
と
仕
事
に
も
意
欲 

644

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
一
二
月
一
日

　

230  
命
の
水
汚
す
リ
ゾ
ー
ト
開
発 

649

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
六
月
七
日



　
文
化
編

第
一
章　

教
育

第
一
節　

戦
後
の
学
校
教
育
の
は
じ
ま
り

　

231  

勤
労
学
徒
の
功
績
は
大 

653

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
七
日

　

232  

学
制
改
革
の
実
施
状
況 

655

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月

　

233  

修
学
旅
行
実
施
基
準 

656

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
二
六
日

　

234  

修
学
旅
行
許
可
申
請 

657

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
二
〇
日

　

235  

あ
か
る
い
社
会
を
築
く
男
女
学
生
の
交
際
に
つ
い
て 

659

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
〇
月
一
五
日

　

236  

官
立
米
子
医
学
専
門
学
校
設
置
に
関
す
る
事
項 
660

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月

　

237  

官
立
米
子
医
学
専
門
学
校
大
学
昇
格
の
件 

661

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月

　

238  

旧
四
七
兵
舎
の
争
奪
戦 

662

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
一
月
五
日

第
二
節　

学
校
教
育
へ
の
占
領
軍
の
関
与

　

239  

修
身
国
史
及
地
理
科
授
業
停
止
に
関
す
る
件 

664

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
三
〇
日

　

240  

終
戦
に
伴
う
教
科
用
図
書
削
除
修
正
徹
底 

667

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
二
日

　

241  

学
校
民
主
化
態
勢
報
告
の
件 

667

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月
二
七
日

　

242  

学
校
演
劇
の
脚
本
検
閲
の
こ
と 

670

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
二
月
一
八
日

　

243  

新
制
中
学
に
関
す
る
鳥
取
軍
政
中
隊
新
聞
発
表 

672

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
三
月
七
日

　

244  

鳥
取
軍
政
隊
の
学
校
視
察
指
示
事
項 

673

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
六
月
二
七
日

　

245  

新
制
中
学
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
声
明 

676

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月
二
七
日

　

246  

軍
政
隊
視
察
官
の
学
校
視
察
に
つ
い
て 

677

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
三
月
五
日

　

247  

父
兄
会
の
選
挙
に
関
す
る
件 

681

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
四
月
九
日

第
三
節　

教
職
員
組
合
の
活
動

　

248  

教
育
研
究
集
会
教
師
の
誓
い 

683

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
一
月



　

249  

国
民
教
師
の
仕
事 

684

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
一
〇
月

　

250  
勤
務
評
定
反
対
闘
争 

686

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
〇
月

　

251  

学
力
テ
ス
ト
反
対
闘
争 

688

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
六
月

　

252  

教
科
書
裁
判 

691

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
六
月

　

253  

高
校
三
原
則
の
実
現 

692

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
六
月

　

254  

全
国
初
の
主
任
手
当
拠
出 

695

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
七
月

　

255  

四
・
二
九
鳥
取
県
教
職
員
全
員
集
会 

698

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
六
月

　

256  

臨
教
審
関
連
六
法
案
阻
止 

701

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
六
月

　

257  

教
育
内
容
へ
の
介
入
反
対 

703

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
六
月

　

258  

三
〇
人
学
級
実
現 
707

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
六
月

第
四
節　

社
会
教
育
の
振
興

　

259  

社
会
教
育
の
振
興
に
関
す
る
要
請 

709

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
七
日

　

260  

昭
和
二
三
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画 

710

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年

　

261  

米
軍
貸
与
に
係
る
映
写
機
「
ナ
ト
コ
」
取
扱
要
領 

714

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
三
月
六
日

　

262  

放
送
文
化
普
及
促
進
運
動 

715

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月

　

263  

県
総
合
機
関
紙
「
鳥
取
県
民
時
報
」
発
行
要
綱 

717

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月

　

264  

第
八
軍
司
令
部
主
催
自
治
会
議 

718

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
〇
月
一
〇
日

　

265  「
成
人
の
日
」
に
寄
す 

719

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
月
一
五
日

　

266  

公
民
館
の
歩
み 

720

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
七
月
一
五
日

　

267  

冠
婚
葬
祭
等
の
簡
素
化
実
施
要
綱 

724

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
五
月
一
日

　

268  

村
報
こ
う
と
く
む
ら
の
発
刊 

725

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
〇
月
二
〇
日

第
二
章　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
わ
か
と
り
国
体

第
一
節　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

269  

東
京
五
輪
を
成
功
さ
せ
よ
う 

729



一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
八
月

　

270  
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
実
施
計
画 

730

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

　

271  

こ
の
感
激
こ
れ
が
聖
火
だ 

733

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
九
月
二
五
日

　

272  

聖
火
県
庁
に
到
着 

735

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
九
月
二
六
日

　

273  

聖
火
し
っ
か
り
と
兵
庫
県
へ 

736

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
九
月
二
七
日

　

274  

郷
土
美
化
運
動 

737

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月

第
二
節　

わ
か
と
り
国
体
・
わ
か
と
り
大
会

　

275  

国
民
体
育
大
会
誘
致
に
関
す
る
建
議
書 

739

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
二
月
八
日

　

276  

第
四
〇
回
国
民
体
育
大
会
開
催
に
関
す
る
決
議 

740

一
九
七
四(

昭
和
四
九)

年
二
月
二
一
日

　

277  

国
民
体
育
大
会
の
準
備
と
計
画 
741

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
一
〇
月

　

278  

開
催
申
請
書 

744

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月
一
日

　

279  

第
二
回
鳥
取
国
体
テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
審
査
委
員
会 

744

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
九
月
一
〇
日

　

280  

第
四
〇
回
国
民
体
育
大
会
テ
ー
マ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
） 

748

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
〇
月
一
日

　

281  

国
体
の
歌
・
音
頭
制
定
経
過 

750

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
三
月
～
一
一
月

　

282  

日
本
体
育
協
会
第
四
回
理
事
会
の
議
論 

752

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
七
月
七
日

　

283  

わ
か
と
り
国
体
の
歌
・
音
頭
発
表
会
実
施
要
領 

757

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
一
一
月

　

284  「
わ
か
と
り
国
体
」
後
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

758

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
六
月
二
九
日

　

285  

わ
か
と
り
大
会
の
概
要 

762

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
二
月
二
五
日

第
三
章　

文
化
財
保
護
の
あ
ゆ
み

第
一
節　

占
領
期
の
文
化
財
保
護

　

286  

国
宝
及
び
重
要
美
術
品
並
に
史
蹟
等
の
保
護
施
設
強
化 

767

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
二
一
日

　

287  

空
襲
等
に
依
り
災
害
を
被
れ
る
国
宝
、
重
要
美
術
品
等 

772

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
一
月
一
九
日

　

288  
国
宝
重
要
美
術
品
等
指
定
又
は
認
定
以
外
の
物
件
等 

774

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
一
五
日

　

289  

国
宝
重
美
仏
体
修
理
の
件 

775

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
八
月
二
五
日



　

290  

国
宝
等
の
修
理
に
関
し
調
査
の
件
回
答 

775

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
九
月
二
日

　

291  
重
要
美
術
品
等
調
査
職
員
に
対
す
る
手
当
旅
費
等
支
給 

776

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
二
月
二
〇
日

　

292  

三
佛
寺
建
造
物
調
査
結
果 

777

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
八
月
九
日

　

293  

国
宝
建
造
物
三
佛
寺
修
理
の
件 

778

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
〇
月
二
九
日

第
二
節　

文
化
財
保
護
法
の
制
定
と
地
方
文
化
財  

行
政
の
は
じ
ま
り

　

294  

文
化
財
保
護
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て 

779

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
〇
月
二
〇
日

　

295  

重
要
文
化
財
指
定
通
知 

782

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
月
二
四
日

　

296  

文
化
財
調
査
員
研
究
協
議
会
開
催
に
つ
い
て 

783

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
月

　

297  

埋
蔵
文
化
財
「
参
考
」 
784

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
三
月
八
日

　

298  

倭
文
神
社
境
内
経
塚
出
土
品
に
つ
い
て 

787

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
二
八
日

　

299  

鳥
取
県
文
化
財
調
査
委
員
規
程 

788

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
六
日

　

300  

鳥
取
県
保
護
文
化
財
の
指
定
（
神
崎
神
社
建
造
物
・
彫
刻
） 

789

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
九
月
二
四
日

　

301  

郷
土
の
史
跡
に
学
ぶ 

790

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
八
月

第
三
節　

天
然
記
念
物
鳥
取
砂
丘

　

302  

鳥
取
砂
丘
に
つ
き
浜
坂
部
落
の
陳
情
書 

793

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年

　

303  

鳥
取
砂
丘
地
分
割
に
関
す
る
覚
書
作
成
に
つ
い
て 

793

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
二
月

　

304  

砂
丘
研
究
計
画 

795

［
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
］

　

305  

浜
坂
砂
丘
に
関
す
る
協
議
会 

796

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
二
月
九
日

　

306  

鳥
取
市
浜
坂
砂
丘
文
化
財
保
護
に
関
す
る
件 

799

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
二
月
一
三
日

　

307  

鳥
取
砂
丘
の
保
存
に
つ
い
て 

800

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
二
月
三
日

　

308  

鳥
取
砂
丘
保
護
文
化
財
申
請
書 

801

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
七
月
二
八
日

　

309  
鳥
取
砂
丘
文
化
財
地
域
解
除
に
つ
い
て 

803

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
二
月
一
〇
日

　

310  
鳥
取
砂
丘
保
護
文
化
財
指
定
申
請
書 

804

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年



　

311  

鳥
取
砂
丘
文
化
財
指
定
申
請 

805

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年

　

312  
天
然
記
念
物
鳥
取
砂
丘
の
指
定
に
つ
い
て 

806

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
二
月
二
二
日

第
四
節　

特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
、
史
跡
鳥
取
城
跡
と

重
要
文
化
財
仁
風
閣
、
妻
木
晩
田
遺
跡

　

313  

斎
尾
廃
寺
跡
の
特
別
史
跡
指
定 

807

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三
月
九
日

　

314  

久
松
山
頂
一
部
借
用
願
い 

808

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
〇
月
二
一
日

　

315  

鳥
取
城
趾
保
護
文
化
財
申
請
書 

809

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
四
月
二
九
日

　

316  

鳥
取
城
跡
の
史
跡
仮
指
定 

812

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
一
月
五
日

　

317  

鳥
取
城
跡
保
存
の
た
め
の
措
置 

814

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
月
六
日

　

318  

旧
城
山
太
閤
ヶ
平
を
史
跡
指
定
申
請
の
許
可
願
い 
815

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三
月
二
二
日

　

319  

史
跡
鳥
取
城
跡
の
保
護
と
仁
風
閣
の
保
存
に
関
す
る
要
望 

816

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
二
月
二
二
日

　

320  

史
跡
鳥
取
城
跡
の
保
存
に
つ
い
て
の
要
望
書 

817

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
三
月
五
日

　

321  

仁
風
閣
の
重
要
文
化
財
指
定
申
請
書 

819

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
三
月
一
二
日

　

322  

仁
風
閣
に
関
す
る
要
望
書 

821

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
八
月
五
日

　

323  

妻
木
晩
田
遺
跡
群
の
保
存
を
求
め
る
要
望
書 

824

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
三
月
二
日

　

324  

妻
木
晩
田
遺
跡
保
存
に
つ
い
て
要
請 

826

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
一
六
日

第
四
章　

県
史
編
さ
ん
と
県
政
百
年

第
一
節　

県
史
編
さ
ん

　

325  

県
史
編
纂
に
関
す
る
答
申 

828

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
八
月
一
五
日

　

326  

歴
史
文
献
史
料
・
公
文
書
の
収
集
保
存
に
つ
い
て
（
建
議
） 

829

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
一
一
月
二
日

　

327  

鳥
取
県
立
文
書
館
（
仮
称
）
建
設
基
本
調
査
報
告
書 

831

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
九
月
二
二
日

　

328  

県
立
文
書
館
（
仮
称
）
の
基
本
的
な
構
想
の
概
要
（
案
） 

836

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月
三
〇
日

　

329  
文
書
館
構
想
の
設
計
競
技
に
対
す
る
説
明
要
旨
（
案
） 

838

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
七
月
一
日



第
二
節　

県
政
百
年
記
念
事
業

　

330  
鳥
取
県
政
百
年
展
実
施
要
項
（
案
） 

840

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
二
月

　

331  

県
政
一
〇
〇
年
記
念
展
実
施
要
項 

841

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
五
月
三
日

　

332  

県
政
一
〇
〇
年
記
念
功
労
者
選
考
要
項 

844

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月

　

333  

県
政
一
〇
〇
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
知
事
あ
い
さ
つ 

846

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月
一
五
日

　

334  

鳥
取
県
政
一
〇
〇
年
記
念
事
業 

847

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月

　

335  

県
政
百
年
を
迎
え
て 

849

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
九
月

　

336  

県
政
発
展
の
功
労
者 

851

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
九
月
一
二
日

資
料
提
供
者
及
び
協
力
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

855

関
係
者
名
簿
（
令
和
二
年
三
月
現
在
）　　
　
　
　
　
　

  　
　

856

あ
と
が
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

858




